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研究成果の概要（和文）：本研究は、外国語としての英文読解における単語の読み飛ばしに関わる要因を、日本
人英語学習者の英文読解時の眼球運動を観察することにより調べた。日本人英語学習者は英語母語話者より全体
的に単語の読み飛ばし率が低く、5文字以上の単語を読み飛ばすのが困難であると結論づけた。単語の特性に関
しては、語長が最も重要な要因であると考えられる。頻度効果は短い単語においては観察できた一方、単語の予
測度による効果はほぼ観察できなかった。読み手に関わる要因に関しては、英語の習熟度や読解力、情意的要因
と読解方略はすべて英語学習者の単語の読み飛ばしに影響を及ぼすという結果が得られた。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated the underlying factors influencing word 
skipping among Japanese EFL learners. Overall, word skipping probabilities were lower among Japanese
 EFL learners than among native English speakers. With respect to the effects of word properties, 
word length effects on word skipping probabilities were dominant. Effects of word frequency were 
also observed, while effects of word predictability were not found. For the reader-related 
variables, the results showed that L2 reading skills, emotional attributes and reading strategies 
influenced word skipping probabilities.

研究分野： 第二言語習得

キーワード： 第二言語読解　読み飛ばし　読解力　読解方略　情意的要因　眼球運動　語長効果　頻度効果

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、第二言語（L2）学習者の読解時の読み飛ばし―眼球運動の基本現象―に焦点を置いてい
ることにある。L2習得の分野では主に、統語的・語彙的な処理を観察する手法として眼球運動計測が用いられて
いるが、L2学習者の読解時の眼球運動そのものに注目する研究は稀である。本研究成果として挙げられる点は、
読み手の英語力や情意的な側面および読解方略が単語の読み飛ばしに影響を及ぼすことが明らかになったことで
ある。本成果は、外国語としての英語学習において、英語力の向上や適切な読解指導を受けることでより英語母
語話者のように英語を読み飛ばし流暢に読めるようになる可能性を示唆するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

読解に際し、読み手は中心窩視（最も視力が高い視野）で現在注視している単語 N を読む時、
必ずしも傍中心窩視（中心窩視から離れ、視力が比較的に劣る視野）で捉えた次の単語 N+1 に
も視線を置くのではない。とりわけ、単語 N+1 が短い単語や頻繁に目にする単語、またはテキ
ストの前文脈から予測しやすい単語である場合、単語 N+1 には注視が置かれず、比較的に読み
飛ばされやすいことが読解時の眼球運動を観察する研究によって知られている（例：Brysbaert, 
Drieghe, & Vitu, 2005; Drieghe, Desmet, & Brysbaert, 2007）。こうした単語の読み飛ばし
(word skipping)が起こる原因は、①単語 N+1 の語長や使用頻度が作用し、ボトムアップ的に傍
中心窩視で処理されるメカニズムと、②テキストの文脈情報が作用することで、単語 N+1 の予
測度(予測しやすさ)が高まりトップダウン的に処理されるメカニズムによって解釈される。 
 ただし、単語 N+1 の読み飛ばし率は、上記の①と②の解釈だけでなく、現在注視している単
語 N の難易度にも影響されることも報告されている（Drieghe, 2008）。読み手が難しい単語を
読む際、中心窩視で捉えた単語 N により注意を向けるため、視線が置かれていない傍中心窩視
での単語 N+1 に当てられる注意資源が少なくなるからである（Henderson & Ferreira, 1990）。 
 このように読み飛ばしには、読み手の注意資源の配分も関わるため、単語の特性および文脈
による要因だけではなく、読み手の読解能力も読み飛ばし率に影響する要因として考えられて
おり、熟練した読み手ほどよく単語を読み飛ばしている（Eskenazi & Folk, 2015）。Eskenazi and 
Folk (2015)によると、読解力が低い読み手は読解力が高い読み手と比べ、現在注視している単
語 N の処理困難度により影響をうけやすいため、単語 N+1 の読み飛ばし率は低い。すなわち、
読み飛ばし率に影響する単語の特性および文脈の要因は、読み手の読解力によって異なるとい
う可能性を示唆している。 
 こうした読解時の読み飛ばしに関する研究は、主に英語母語話者の読解時の眼球運動をもと
に研究が進められている。最近の国外研究では、L2 での読み飛ばし率は母語での読み飛ばし率
より低いという現象が報告されているが（例：Cop, Drieghe, & Duyck, 2015）、具体的に「読
み飛ばし」という現象に焦点を当てる研究は、研究開始当初には、日本国内外においては皆無
に等しい状態であった。 
 

２．研究の目的 

上記したように、読み飛ばしの現象とその原因は英語母語話者を対象とした研究では検証さ
れているが、第 2 言語および外国語としての英語の読解研究においてはほぼ未検証のままであ
る。本研究の目的は、読解時の読み飛ばしを焦点に、日本人英語学習者の読解メカニズムの解
明に貢献することである。 

 そのため本研究は、1）英文の特徴による要因（語長、使用頻度および出現の予測度）と、2）
読み手に関する要因（読解力および読解力構成技能、情意的要因および読解方略）、3）1 と 2

の交互作用がどのように日本人英語学習者の英文読解時の読み飛ばしに影響を及ぼすかを検証
する。 

 

３．研究の方法 

(1) 実験参加者 
 本研究は、日本語母語話者よび英語母語話者を対象とした。すべての実験参加者は大学生お
よび大学院生であった。日本語母語話者の英語力および英文読解力の測定に関しては、読解力
テスト（EPER テスト: Edinburgh Project on Extensive Reading）や語彙サイズ（Nation, 1990; 
Schmitt, Schmitt, & Clapham, 2001）、Decoding 能力を測定する sight-word reading task
（Torgesen, Wagner, & Rashotte, 1999）などを利用した。情意的要因（例：不安、自己効力
感）に関しては、Mikami, Leung and Yoshikawa（2014）のアンケート項目を使用し、読解方略
に関しては、The Metacognitive Awareness of Reading Strategies Inventory（MARSI； Mokhtari 
& Reichard, 2002）を利用した。 
 
(2) 実験装置および実験手順 
参加者が頭を顎台に乗せ、座った状態でモニタ提示された英文を読み、その際の右目の眼球

運動データ（読むのは両目で）は SR Research 社の EyeLink 1000 デスクトップマウントを使
用し記録した。 
 
(3) 眼球運動計測実験および眼球運動データの分析について 
本研究は、実験材料に対する操作・統制を厳密に行った要因計画法と、実験材料に対する操作・
統制を厳密に行わず大量なテキストを読解する際の眼球運動のデータを分析する手法
（corpus-based analysis）の両方を利用し、日本人英語学習者の英文読解における単語の読み
飛ばしを調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 使用頻度による効果について 
 単語の使用頻度と英語の習熟度の関連について、梁（2015）での日本人英語学習者データ（日
本人大学生40名）にさらに英語母語話者のデータ（英語母語話者20名）を加え、gaze-contingent 



boundary paradigm を用いて使用頻度の高い冠詞“the”の読み飛ばしについて調べた。このパ
ラダイムでは、英文が呈示されるコンピュータのモニタに（実験参加者の）目には見えない境
界線が置かれ、実験参加者の視線が境界線の右を越えない限りは本来のターゲット語の代わり
に“preview 語”が呈示されるが、視線が境界線の右を越えるとターゲット語に切り替わる方
法を採る。実験デザインは Angele and Rayner (2013)に倣い、図 1 のように、preview 条件を、
①Identical（preview 語がターゲット語）、②“The”（preview 語が冠詞“the”）、③Nonword
（preview 語が疑似語）の 3 つを設定した。この設定では、②の冠詞"the"が最も出現頻度が高
く、文脈から意味的・統語的に予測できない語である。そのため、"The"条件と Identical 条件
の比較時に、"The"条件のターゲット語("fly")の読み飛ばし率がより高ければ、その原因は傍
中心窩視で捉えた"the"の頻度情報に影響を受けたと解釈できる。実験参加者は中級学習者
（IntL2）、上級学習者（AdvL2）および英語母語話者（L1）の 3 グループに分けられた。 
 

 

図 1. Leung（2016；学会発表⑪）で使用した gaze-contingent boundary paradigm 

 
実験の結果、図 2 のように、AdvL2 グループは L1 グループと同じように、"The"条件でのタ

ーゲット語の読み飛ばし率が Identical 条件と比べ高かったのに対し、IntL2 グループでは同
条件間で読み飛ばし率に差が見られなかった。これは、英語学習者においても単語 N+1 の頻度
情報が作用し、ボトムアップ的に単語 N+1 を自動的に（文脈情報を無視して）読み飛ばしてい
ると考えられる。ただし、こうした頻度効果による読み飛ばしは学習者の英語熟達度に影響さ
れることを同時に示唆している。 

 

 

図 2. 各 preview 条件における読み飛ばし率 

 
しかし、Leung (2016)で使用した項目は頻度が極端に高く語長も短い機能語“the”に限られ

ており、結果を一般化することは困難である。そのため、日本人英語学習者 40 名を対象に新た
な gaze-contingent boundary paradigm による実験を行った。実験では、頻度が“the”より低
い単語を使用した実験文（例：高頻度：He needed some hot| water| for the special mixture；
低頻度： He needed some hot| sauce| for the special dish）を作成し、preview 条件が Identical
（“water”または“sauce”）と Nonword（“kymfs”）での読み飛ばし率を比較した。結果は、頻
度がより低く、語長が長い単語の場合、読み飛ばし率への頻度効果は観察されなかった。 



(2) 語長効果について 
語長と英語の習熟度、読み飛ばし率との関連を焦点に、要因計画による眼球運動計測実験を

行った。46 名の英語学習者を対象に、英語習熟度により中級・上級の 2 グループに分けられた。
実験では Pollatsek, Juhasz, Reichle, Machacek and Rayner（2008）の実験文を利用し、実
験参加者がターゲット語の語長が異なる二条件（長・短）の実験文（例：I read that the 
important/good scholar was awarded a large grant）を読んでいる際の眼球運動を計測した。
その結果、両習熟度グループの学習者も、短い語を長い語より読み飛ばし、習熟度グループ間
では、読み飛ばし率に違いが見られなかった。習熟度が単語の読み飛ばしに及ぼす影響は小さ
かった理由として、語長が「短」である条件であっても、全体的に学習者にとっては傍中心窩
視での処理が困難であったことが考えられる。 

 
(3) 語長、使用頻度、単語の予測度および読解力構成技能による効果について 
本研究は、日本人英語学習者および英語母語話者の英文読解時の眼球運動データによるリー

ディング・コーパス（約 30 万語；平成 25～26 年度科学研究費補助金若手研究(B)「眼球運動計
測を用いた英語学習者の読解プロセスに関する研究」、課題番号：25770203）を利用し、英語学
習者の英文読解時の読み飛ばし率と、読解力構成技能（語彙サイズおよび decoding 能力）およ
び単語の特性（語長、使用頻度、単語の予測度）との関連を調べた。単語の予測度に関しては、
Altarriba, Kroll, Sholl and Rayner (1996) の実験文（予測されやすい文：We went swimming 
in the [pool] two hours after lunch、予測されにくい文：The girls liked the [pool] but 
preferred the beach instead.）に基づいた。一般化線形混合モデルによる主な分析結果とし
て、英語母語話者と比べて、母語話者と比べ、学習者は全体的に読み飛ばし率が低く、単語が
5 文字以上になると、読み飛ばし率が極端に下がる傾向が見られた。一方、学習者データでは、
読解力構成技能と語長、使用頻度との間に交互作用が観察され、読解力構成技能が学習者の単
語の読み飛ばし率に影響を及ぼすことが明らかとなった。単語の予測度に関しては、同様の交
互作用は見られなかった。学習者は全体的に、文脈情報を利用し英単語を読み飛ばす能力を欠
けていると考えられる。 

 
(4) 情意的要因による効果について 
外国語学習における不安や自己効力感のような情意的要因は、従来外国語学習の分野におい

て大きな研究テーマであるものの、実際にどのように外国語の運用に影響を及ぼすかについて
あまり検証されてない。そこで上記したリーディング・コーパスの一部（英文 120 文）を利用
し、日本人英語学習者 59 名の外国語としての英語読解における不安および自己効力感がどのよ
うに単語の読み飛ばしに影響を及ぼすかについて調べた。その結果、不安および自己効力感は
読解力（EPER テスト）と単語の特性（語長および使用頻度）と交互作用することが明らかとな
った。本結果は情意的要因が英文読解における単語の読み飛ばしに影響を及ぼすことを示唆し
ている。 

 
(5) 読解方略による効果について 
英語学習者の読解方略と単語の読み飛ばしの関連について、上記した MARSI によるアンケー

ト項目（Mokhtari & Reichard, 2002）を利用し、特に problem solving strategy（例：When text 
becomes difficult, I pay closer attention to what I’m reading）に焦点を当て、problem 
solving strategy がどのように英文読解における単語の読み飛ばしに影響を及ぼすかを調べた。
実験文に関しては、Schilling, Rayner and Chumbley (1998)の実験材料より 24 文を使用し、
実験参加者は英語学習者 45 名であった。実験結果から、英語学習者の読解方略の効果が単語の
特性（語長および使用頻度）および英語力（TOEFL スコア）に依存しながらも、単語の読み飛
ばし率に影響を及ぼすことが分かった（図 3）。 

 

 

図 3．Problem solving strategy が単語の読み飛ばし率に及ぼす効果 

 



(6) 多読活動による効果 
学習者が英単語への接触がどのように学習者の読み飛ばし率を向上させるかをさらに検証す

るため、日本国内でも行われる多読活動のような継続的な英文読解活動を用いて、日本人英語
学習者を対象に縦断的実験を行った。実験では、日本人大学生 35 名を対象に、多読活動前後の
英文読解時の眼球運動データを比較した。分析の結果から、1 学期間という短期間ではあるも
のの、多読活動に従事した英語学習者ほど、平均的なサッカード距離が長くなり、視線が英文
に置かれる回数が少なくなる結果が得られた。ただし、学習者の全体的な読み飛ばし率に関し
ては、多読活動の効果は観察されなかった。1 学期間のみでは学習者の英文読解における読み
飛ばし率に影響を及ぼすのが困難であると結論付けた。 

 
(7) 研究成果のまとめ 
本研究の一連の眼球運動計測実験を通して、単語の特性および読み手に関わる要因が英文読

解における単語の読み飛ばしへ及ぼす影響について調べてきた。日本人英語学習者は英語母語
話者より全体的に単語の読み飛ばし率が低く、5 文字以上の単語を読み飛ばすのが困難である
と結論付けた。単語の特性に関しては、先行研究で報告されている英語母語話者（例：Brysbaert 
et al., 2005）のように、語長が最も重要な要因であると考えられる。頻度効果は短い単語の
みでは観察できた一方、単語の予測度による効果はほぼ観察できなかった。読み手に関わる要
因に関して、英語の習熟度や読解力、不安および自己効力感とした情意的要因と、読解方略は
すべて英語学習者の単語の読み飛ばしに影響を及ぼすと考えられる。本研究の一部の成果はま
だ未公開であるため、今後さらに発表および論文を通して公開する予定である。 
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